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2000年 (平成12年)度 ｢情報学｣の授業の受講生を対象とした子安 ･郷式 ･中村 (2000)の研究では､入学直後の
2000年4月とその3カ月後の2000年7月に行った質問紙調査の結果を報告した｡また､同じ授業 (受講生)を対象と
























第1回質問紙調査の対象者は64人 (男性29人､女性35人 ;平均年齢19.0歳 [SD-1.8];3年次編入3人を含む)


































































第2回で ｢購入した｣に変化した｡また､第1回で ｢購入は考えていない｣と答えたうちの半数が､第2回で ｢購入
した｣に変化した｡




表 1 パソコンの所有状況についての変化 (∩-45)
第2回
購 入 した 近々購入したい 購入は考えていない 計
購入した 22 1 1 24
第1回 近々購入したい 13 2 0 15
購入は考えていない 3 0 3 6
蓑2 パソコンの所有者の変化 (∩-40)
第2回
自分の所有 戟 .さようだいの所有 記入し忘れ なし 計
自分の所有 8 0 1 0 9
第1回 芸文gL諾 いの所有 5 5 1 1 121 0 2 0 3
な し 9 4 3 - 16









ころ､｢スキャナ ｣ー(I-2.07,p<.05)､｢インス トー ル｣(I-3.61,p<.01)､｢初期化｣(I-2.94,p<.01)､














































































また､第 1回調査には参加したが9カ月後の第2回調査には不参加だった受講生 (欠席者)が､第 1回調査の際に
授業をどのように位置づけていたかを表5にまとめた｡この結果からは､第1回調査の際に ｢大学の授業中心の生活
をしたい｣と答えた受講生は､他の答えの受講生より､授業に出席し続けている可能性が低いことが示唆された｡
第1回調査を受けた64人のうち､第2回調査の出席者 (45人)と欠席者 (19人)に分けて､第1回調査での ｢コン
ピュータ用語の知識｣の平均正答数を見ると､それぞれ5A2[SD-3.86]と7.37[SD-4.36]であった｡正答数を
従属変数とする一要因二水準 (第2回出席/第2回欠席 ;被験者間)の分散分析を行なったところ､10%水準で差が












表4 大学の授業への期待 ･位置づけの変化 (∩-64)
第2回
大学の授業中心 クラブ.サール中心 読書など大学以外 その他 欠席 汁
大学の授業中心 12 9 5 4 15 45
クラブ.サークル中心第1回 読書など大学以外 2 2 1 0 1 60 0 3
その他 2 1 1 3 3 10
表5 入学当初の大学の授業への期待別の第2回調査時欠席率 (∩-64)
第1回調査 第2回調査

































｢情報学｣を学んで使えるようになった 自分で勉強すればよかつた ｢情報学｣を学んだが､うまく使えない 真面目に｢情報学｣の授業に取り組めばよかつた その他 欠席 計
｢情報学｣を学んで使えるようになりたい 30 0 5 4 1 16 56
自分で勉強すればよいと思っている第 1回 ｢情報学｣を学んでも使えないかもしれない 2 0 1 1 0 2 60 0 0 0 0







































































表7 コンピュータ活用の見通 しの変化 (∩-64)
京都大学高等教育研究第8号 (2002)
第3回
コンピュータの活用が不可欠な職業に就 くと思う コンピュータを使わなくても携帯電話 どの携帯端末で用が済むようになると思う コンピュータを使わなくてもよい分野に進みたと思う その他 欠席 計
コンピュータの活用が不可欠な職業に就くと思う 16 3 1 3 16 39
コンピュータを使わなくても携帯電話などの第 1回 讐 碧雲謂 晋済むよ 5 1 2 4 1 13
コンピュータを使わなくてもよい分野に進みたいと思う 2 0 2 0 2 6
その他 1 3 1 1 0 6

















その結果､｢3.大学入学後自分自身で学んだ知識 ･技能｣と ｢●4.大学入学後友人などを通 じて学んだ知識 ･技能｣
については､それまでの経験等にかかわらず､どの場合にもほぼ15-20%以下の平均貢献率であった｡
2000年度は､｢1.大学入学までに持っていた知識 ･技能｣が､情報処理教育やコンピュータの使用の経験があっ
たり､コンピュータを所持 している場合 (所有者が親 ･きょうだいの場合も含む)には高 く (｢2.情報学の授業を






が45人中20人 (44.4%)で最も多かった｡次いで ｢説明の内容が時おり難しく感じた｣が16人 (35.6%)､｢その他｣
が6人 (13.3%)､｢あまり授業に出なかったのでよくわからない｣が2人 (4.4%)であった｡後期では ｢全体とし
て､わかりやすい説明だった｣が45人中33人 (73.3%)で最も多かった｡次いで ｢あまり授業に出なかったのでよく
わからない｣が6人 (13.3%)､｢説明の内容が時おり難しく感じた｣が3人 (6.7%)､｢その他｣が2人 (4.4%)で






































知識 Windows ファイル.フォルダ 66.7% 28.9% 37.8%
動作 EXce1 データ修正 57.1 28.9 28.3
知識 メール ネチケット 81.0 55.6 25.4
動作 Windows テンキ 入ー力を可能にする操作 85.7 64.4 21.3
動作 EXce1 関数 .計算 90.5 71.1 19.4
動作 Windows アプリケーション強制終了 95.2 77.8 17.5
動作 Windows 文字の消去 90.5 73.3 17.1
動作 EXcel 関数 .計算 90.5 73.3 17.1
動作 Windows 取り消し操作 85.7 68.9 16.8
動作 EXcel 関数 .計算 28.6 13.3 15.2
動作 Windows 電源投入の操作 38.1 24.4 13.7
動作 EXcel オートフィル 28.6 15.6 13.0
知識 EXcel 関数貼り付け 14.3 2.2 12.1
動作 EXcel ワークシートのコピー 42.9 33.3 9.5
動作 Windows ファイルの移動 47.6 40.0 7.6
動作 Word 表挿入 42.9 35.6 7.3
動作 EXcel 列幅調整 23.8 17.8 6.0
動作 EXcel データ消去 71.4 66.7 4.8
知識 ネット ネチケット 90.5 88.9 1.6
動作 Windows マウス操作 100.0 100.0 0.0
動作 Windows 文字のコピー 71.4 73.3 -1.9
動作 Windows Shifもキー操作 95.2 97.8 -2.5
動作 EXcel 範囲選択 81.0 84.4 -3.5
動作 Windows マウス操作 95.2 100.0 -4.8
動作 Word 列幅調整 28.6 35.6 -7.0



























(1)授業への出席率 :授業評価の前提となる ｢出席率｣が回を追うごとに低下する様子 (図1)は､2000年度の結
果 (子安 ･林 ･郷式 ･中村､2001)とはば同様であった｡2001年度は後期に担当教官が交代し､そのことが後期の最
初の4回の出席率を僅かに高めたらしいものの､全体的な出席率の低下は抑えられなかった｡このようなことは､ど
の授業でも避けられないことであろうが､実習をともなう科目において､いかに学生の興味 ･関心を引き続けるかと








(3) 知識 ･スキルの変化にみる授業の効果 :授業回数と共に､コンピュータ用語の知識のうち10項目の正答率が上
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Appendixl.
(前期の講義内容)
1.概要説明､パソコン利用のための基礎知識(1);第 1回質問紙調査 (2002年4月12日)
2.パソコン利用のための基礎知識(2)(4月19日)
3.電子メールについて (4月26日)
4.添付ファイル､パスワードの変更 (5月10日)
5.WWWの基礎 (5月17日)
6.WWWを用いた情報検索 (5月24日)
7.WWWを用いた情報検索の演習 (5月31日)
8.自習日 (6月7日)
9.パソコン利用のための基礎知識(3)(6月14日)
10.HTMLの基礎 (6月21日)
ll.Wordによる文書の作成(1)(6月28日)
12.Wordによる文書の作成(2)(7月5日)
13.Wordによる文書の作成(3)(7月12日)
(後期の講義内容)
1.Introduction､Wordの復習 (10月4日)
2.Excel基礎 (データ入力)(10月11月)
3.Excel基礎 (データ処理)(10月18日)
4.Excel基礎 (グラフ作成)(10月25日)
5.Excel応用 (データの統合)(11月1日)
6.Excel応用 (データハンドリング)(11月8日)
7.Word応用 (スタイル詳細設定)(11月15日)
8.Word応用 (他ソフトとの連携etc)(11月29日)
9.PowerPoint基礎 (スライド作成)(12月6日)
10.PowerPoint基礎 (グラフ､表､その他)(12月13日)
ll.その他､こまごましたこと (12月20日)
12.PowerPointのプレゼンテーション大会 ;第2回質問紙調査ならびにコンピュータ･リテラシー･テスト
(2002年1月10日)
13.実技テスト (1月17日)
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Appendix2.
問題7 テンキーから数字を入力することができるようにするキーは次のうちどれですか｡正しいものを選択して下
さい｡ 【正答(e)】
(a) Shiftキー
(b) Escキー
(C) Ctrlキー
(d)CapsLockキー
(e)NumLockキー
問題10 ファイルまたはフォルダの説明として間違っているものを2つ選択してください｡ 【正答(a)(e)】
(a) ファイルの中にファイルを作成 して階層形式で保存できる
(b) ファイルにはアプリケーションなどで作成したデータが格納されている
(C) フォルダの中にフォルダを作成し階層を作成することができる
(d) ファイルの中にファイルを作成することはできない
(e) フォルダの中にフォルダを作成することはできない
問題11 他のユーザ-には誰にこのメールを送信しているかを知らせたくない場合､メールアドレスは次のどのフィー
ルドに入力する必要がありますか｡正しいものを選択して下さい｡ 【正答(e)】
(a) to
(b) from
(C)subject
(d) cc
(e)bcc
問題16 1つのセルを3つに分けるには､どの操作が適切ですか｡適切なものを2つ選択して下さい｡ 【正答(b)(e)】
(a) セルを結合はできても分割はできないので､表を作成しなおす
(b) 罫線ツールバーの [罫線を引く]ボタンをクリックし､線をひいてセル分割する
(C) 分割するセルを選択して､[表挿入]ボタンをクリック
(d) 図形描画ツールバーの [直線]ボタンから線を引く
(e) セルを選択し､罫線ツールバーの [セルの分割]をクリックする
問題23 -度確定したセルのデータを上書き訂正するには､どの操作が効率的ですか｡適切なものを選択 して下さい｡
【正答(a)】
(a) そのまま入力する
(b) セルをダブルクリックする
(C) F2キーを押す
(d) 数式バークリックする
(e) [Delete]キーを押して､入力する
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